
留学報告書 

私は今回スペインへ留学に行きました。留学の目的はガウディ建築を学

ぶことと、スペイン語を向上させることでした。 

まず、私はスペイン建築の代表作品となるサグラダファミリアを訪れま

した。私はサグラダファミリアを写真で何度も見ていたので、そんなに驚か

ないだろうと思っていましたが、実際に見てみると、写真なんて比べ物にな

らないくらいの迫力、魅力、存在感がそこにはあり、言葉を失いました。ま

た、日本の建築ではあまり見られない曲線、細部の装飾を多用した独創的な

建築に圧倒されました。また、内部は様々な色のステンドグラスが使われて

おり、幻想的な光景が広がっていました。                                   

 

 

 



私はグエル公園にも行きました。朝早くか

ら一人で行動するのは少し怖かったのですが、

朝日とともに見るバルセロナの街並みは素晴ら

しいものでした。ガウディがなぜここに公園を

作ったのかがわかる気がします。また、公園と

は思えない程素晴らしいオブジェやベンチがた

くさんありました。一つ一つが美術館にありそ

うなほど魅力的な物ばかりでした。 

今説明したのはガウディの作品の中でもほんの一部です。ガウディは公

園、教会のほかにも居住地も造っていたのです。この写真はカサ・ミラの屋

上のものになります。 

パッと見ればなにか不思議なものに見えるかもしれません。しかし、こ

れらは山々の稜線を模して造られたもので、ここにガウディのこだわりが見

えます。このように常識では考えられない発想を実際に造る想像力、行動力

などに私はとても魅了されました。 

                   



スペインの語学学校では、1 日 3 時間くらい授業を受けていましたの

で、簡単なスペイン語の会話なら、できるようになりました。最初は慣れな

いスペイン語で話しかけるのも不安であまり話せませんでしたが、ホストフ

ァミリーが積極的に話しかけてくれたおかげで段々と話せるようになりまし

た。 

今回の留学経験は、自分の人生の中でも非常に貴重な経験となりまし

た。日本とは建物の作り方・様式が全く違ってマンションや近くの公園など

当たり前の物が全て刺激的でした。また、一人で計画し行動することの難し

さ、コミュニケーションの大切さ、本当に多くのことを学べました。高校で

このような経験ができたのは一生の財産になるでしょう！留学で成長したと

ころはさらに成長させ、また挫折をばねに今後努力していき、将来は世界で

活躍できる建築士になりたいと思います！！そして、世界中の人を魅了でき

るような建物を作って見せます！ 

 


